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1. 子ど もの人格形成は，子 どもと子 どもをつつ む人

や 物の関係が発展し ていくなかで行な われ る。子 どもを

つつ む基本的 な関係が展開する廟

して の親はその関係が発展するよ 引 こ創造的な役割をと

ってい かなければならない。 本研究におい ては，親の創

造的 な役 割のとり方を可能にする基礎的条件を明らかに

し，具体的 な変 革の方 法につい て検討する。

2.    (1) 質問紙 法による研究　家 庭生活を基盤とする

具 体的 な関係状況 におい て， 親はどの ような関係認識の

もとにふ るまってい るか。 現在の実態を，関係枠に位置

づけ て明確 にとらえ， これからの発展方向の洞察が可能

となるようにする。（ 幼児･児童をもつ母親を対象 とする

実践的研究 の試 み）

（2) 行為 法による研究　認識的に わかっ たこ とを どの

ように行為化し てい くか。操 作的認識が深まるよ うな基

礎体 験をつ む,二とができるよ うに す る。（ 家庭教育を担

う者の養成 ・訓練を中心 とす る研究 の試 み）

3. 診断即教育 となりうる質問紙 の活用 によって，親

の関係認識 を「3者 関係的（ 関係 発展的）」「未来 志向的 」

方向へ変革す ることができる。

「自発的役割体験」「関係参加体験」 など， 具体的 な行

為を媒介 とする役割訓練 をすす めるこ とは， 親にお ける

関係発展 の体験 と認識（操 作的認識） を育 てるのに役立

つ。


